
９ 2025年（令和7年）1月11日（土曜日） （第三種郵便物認可）

　ホンダは、排気量745㏄の大型
スクーター「Ｘ―ＡＤＶ」を一部

仕様変更
し て 発
売。ヘッ
ドライト
は昼間も
常時点灯
にし、周

囲の視認性を高めた。前部の風よ
けスクリーンには植物由来プラス
チックを採用し、外装にもリサイ
クル材料を使用。色は鮮やかな黄
色の「マットゴールドフィンチイ
エロー」など３色。希望小売価格
は「イエロー」が147万1800円、
その他の２色が143万8800円。

　全薬販売（東京）は、酸から歯
を守る液体歯磨き「オーラパール
デンタルリ
ンス」を同
社通販サイ
トで発売。
飲食後、酸
性に偏った
口内を中性に戻し、歯の表面のエ
ナメル質が溶け出すのを防ぐ。抗
炎症、殺菌、ホワイトニング効果
がある成分を配合。虫歯や歯周病

も予防する。内容量は280㍉㍑。
価格はボトル容器が3300円、パウ
チ容器は2750円。

　ファミリーマート（東京）は、
弁当「世界の山ちゃん監修　山賊

焼弁当」を発
売。名古屋発
祥の居酒屋
「世界の山ち
ゃん」とコラ
ボ。鶏もも肉
はニンニクや

ショウガを利かせ、しょうゆで下
味を付けて揚げた。別添の「幻の
コショウ」をかけて食べる。ジュ
ーシーさや辛さ、香りが楽しめる
という。価格は598円。

　ぺんてる（東京）は、１本で８
色描けるホルダー式のシャープペ
ンシル型色鉛筆「Ｍｕｌｔｉ８（マ
ルチエイト）」から、スケッチや
イラストに適した色を厳選した
「Ａｒｔ　Ｍｕｌｔｉ８」を発売。
ボディーには中の色が見えるクリ
ア素材を採用。全 種類あるマル
チエイトシリーズの別売り替え芯
を入れることもできる。価格は
2750円で、替え芯と削り器付きの
セットは4180円。

常時点灯の大型スクーター

酸から歯を守るデンタルリンス

ジューシーな鶏もも肉弁当

１本で８色描ける色鉛筆
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同
庁
に
よ
る
と
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
使
っ
た
電
熱
ウ

エ
ア
な
ど
の
事
故
は
、

〜

年
度
ま
で
は
１
年
間
に
１
〜
５

件
だ
っ
た
が
、

年
度
以
降
は

増
加
傾
向
が
続
き
、

年
度
に

は
最
多
の

件
に
上
っ
た
。

件
の
う
ち
電
熱
ウ
エ
ア
が
全
体

の
約
半
数
に
当
た
る

件
で
、

電
熱
手
袋

件
、
電
気
毛
布
７

件
が
続
い
た
。

　
報
告
さ
れ
た
事
故
で
は
、
着

用
中
の
電
熱
ベ
ス
ト
の
バ
ッ
テ

リ
ー
が
熱
く
な
り
、
溶
け
て
い

た
ケ
ー
ス
や
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
て
使
っ
て
い
た
充
電
式
カ
イ

ロ
か
ら
煙
が
出
て
、
取
り
出
し

た
際
に
地
面
に
落
ち
て
発
火
し

た
例
も
あ
っ
た
。

　
同
電
池
は
衝
撃
や
圧
力
、
熱

に
弱
い
た
め
落
下
な
ど
に
気
を

付
け
る
ほ
か
、
暖
房
器
具
の
近

く
や
布
団
の
中
に
電
池
を
放
置

し
な
い
よ
う
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
充
電
中
に
発
火
す
る
こ

と
も
あ
る
た
め
、
可
燃
物
か
ら

離
し
、
様
子
が
見
え
る
場
所
で

充
電
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
い

う
。

　
消
費
者
庁
の
新
井
ゆ
た
か
長

官
は
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

は
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
に
使
わ
れ

て
い
る
。
危
険
性
を
知
り
、
安

全
に
暖
か
く
冬
を
過
ご
し
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

　
電
熱
線
が
入
っ
た
ベ
ス
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
「
電
熱
ウ
エ
ア
」

や
充
電
式
カ
イ
ロ
な
ど
、
暖
を
取
る
た
め
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

を
使
う
製
品
の
事
故
が
、
２
０
１
４
年
４
月
か
ら

年
９
月
ま
で
に

件
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
消
費
者
庁
の
ま
と
め
で
４
日
ま
で

に
分
か
っ
た
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
が
同
電

池
に
関
す
る
国
際
共
同
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
同

庁
も
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

事故や再現実験で発熱したリ

チウムイオン電池が入ったモ

バイルバッテリー＝2024年

月、消費者庁
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京
都
大
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
は
、

炭
素
を
素
材
に
用
い
た
磁
石
を
作
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
成
果
は
軽
量
・

低
コ
ス
ト
で
高
性
能
の
炭
素
磁
石
実

用
化
に
向
け
た
一
歩
に
な
る
と
い

う
。
論
文
は
９
日
、
英
科
学
誌
ネ
イ

チ
ャ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
高
性
能
磁
石
は
電
気
自
動
車
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
医
療
機
器
な
ど

に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在

主
流
の
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
は
、
重
く
、

加
工
が
難
し
い
上
、
レ
ア
ア
ー
ス
（
希

土
類
）
を
必
要
と
す
る
た
め
供
給

面
で
の
リ
ス
ク
も
あ
る
。
こ
の
た

め
、
入
手
が
容
易
で
軽
い
炭
素
が

磁
石
素
材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
京
都
大
の
坂
口
浩
司
教
授
と
小
島

崇
寛
助
教
ら
は
、
炭
素
原
子
を
網
目

状
に
並
べ
た
極
薄
シ
ー
ト
「
グ
ラ
フ

ェ
ン
」
を
ひ
も
状
に
し
た
グ
ラ
フ
ェ

ン
ナ
ノ
リ
ボ
ン
（
Ｇ
Ｎ
Ｒ
）
に
着
目
。

理
論
計
算
で
、
リ
ボ
ン
の
両
端
を
左

右
非
対
称
に
す
る
と
磁
石
に
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
た
が
、
合
成
が
難

し
か
っ
た
。

　
坂
口
教
授
ら
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｒ
の
「
部

品
」
と
な
る
非
対
称
形
状
の
炭
素
分

子
を
設
計
。
こ
れ
を
金
属
基
板
上
で

決
ま
っ
た
向
き
に
並
ぶ
よ
う
反
応
さ

せ
、
両
端
が
非
対
称
の
Ｇ
Ｎ
Ｒ
を
合

成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
測
定
の

結
果
、
炭
素
磁
石
と
し
て
の
特
性
を

持
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
現
状
で
は
真
空
中
で
の
み
磁
力
を

維
持
で
き
る
た
め
、
坂
口
教
授
は
「
大

気
中
で
使
え
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、

磁
力
を
強
め
る
な
ど
、
実
用
化
に
は

い
ろ
い
ろ
な
壁
を
越
え
な
い
と
い
け

な
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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林
野
庁
は
、
森
林
資
源
や
地

形
情
報
の
把
握
に
向
け
、
航
空

機
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
照
射
し
て

地
表
を
３
次
元
で
計
測
す
る
測

量
の
実
施
を
自
治
体
に
呼
び
掛

け
て
い
る
。
森
林
管
理
や
林
道

整
備
に
生
か
す
だ
け
で
な
く
、

地
震
や
豪
雨
が
発
生
し
た
際
の

地
形
変
化
を
分
析
し
、
災
害
対

応
に
も
活
用
で
き
る
。
た
だ
、

国
内
の
民
有
林
（
私
有
林
と
自

治
体
の
公
有
林
）
で
測
量
と
解

析
が
完
了
し
て
い
る
の
は
２
０

２
３
年
度
末
で
約
６
割
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
林
野
庁
は
デ
ー

タ
の
整
備
を
急
ぐ
。

　
昨
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
被
災
地
の
広

範
囲
で
山
崩
れ
が
発
生
し
た
。

林
野
庁
と
国
土
地
理
院
が
連
携

し
て
現
地
で
レ
ー
ザ
ー
測
量
を

行
い
、
地
形
を
解
析
。
森
林
に

覆
わ
れ
て
目
視
で
は
確
認
が
で

き
な
い
場
所
で
も
道
路
の
寸
断

や
地
割
れ
な
ど
を
把
握
で
き
る

た
め
、
「
二
次
災
害
が
起
き
そ

う
な
因
子
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

が
分
か
り
、
予
防
的
な
措
置
が

取
れ
る
」
（
林
野
庁
担
当
者
）

と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
被
災
前
の
測
量
に

基
づ
く
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
被

災
前
後
の
詳
し
い
比
較
が
可
能

と
な
る
。
実
際
に
、
石
川
県
は

地
震
前
に
測
量
を
実
施
。
林
野

庁
か
ら
は
、
地
震
後
の
デ
ー
タ

の
提
供
を
受
け
て
お
り
、
県
の

担
当
者
は
「
荒
廃
し
て
い
る
場

所
や
状
況
を
把
握
で
き
る
た

め
、
治
山
事
業
の
参
考
に
し
た

い
」
と
話
す
。

　
た
だ
、
全
国
を
見
る
と
、
国

内
の
民
有
林
で
レ
ー
ザ
ー
測
量

と
解
析
が
完
了
し
て
い
な
い
地

域
が
多
く
残
る
。
林
野
庁
は

年
度
ま
で
に
８
割
の
完
了
を
目

指
し
て
お
り
、
今
後
も
補
助
を

通
じ
自
治
体
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
。
ま
た
、
出
先
機
関

で
あ
る
東
北
森
林
管
理
局
と
山

形
県
が
協
力
し
て
国
有
林
と
民

有
林
の
区
域
を
一
体
的
に
測
量

す
る
事
例
な
ど
も
参
考
に
、
関

係
機
関
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
環
境

中
や
体
内
に
蓄
積
し
、
健
康
被

害
が
疑
わ
れ
る
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
の
新
た
な

分
解
方
法
を
、
立
命
館
大
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
こ
の
ほ
ど
開
発

し
た
。
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
（
ナ
ノ

は

億
分
の
１
）
サ
イ
ズ
の
極

小
半
導
体
結
晶
を
触
媒
に
、
紫

色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

の
光
を
当
て
る
と
、
数
時
間
で

完
全
に
分
解
で
き
た
と
い
う
。

ま
だ
微
量
の
実
験
段
階
で
、
実

用
化
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な

い
が
、
将
来
的
に
は
フ
ッ
素
化

合
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
に
つ

な
が
る
技
術
だ
と
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
１
万
種
類
以
上

あ
る
と
さ
れ
、
水
や
油
を
は
じ

く
特
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
泡

消
火
剤
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
表
面

加
工
な
ど
幅
広
く
使
わ
れ
て
き

た
。
国
内
で
は
「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
」

な
ど
代
表
物
質
３
種
類
の
製
造

や
使
用
が
原
則
禁
止
さ
れ
た

が
、
排
出
源
か
ら
土
壌
や
地
下

水
に
染
み
出
し
て
い
る
と
み
ら

れ
、
各
地
の
井
戸
水
な
ど
か
ら

検
出
さ
れ
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
立
命
館
大
の
小
林
洋
一
教
授

（
光
機
能
材
料
）
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
０
・

㍉
㌘
を
含
む
水
溶
液
に
硫
化
カ

ド
ミ
ウ
ム
の
ナ
ノ
結
晶
０
・
８

㍉
㌘
を
入
れ
て
、
紫
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
光
を
照
射
し
た
。
す
る
と
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
は
８
時
間
以
内
に
有

機
化
合
物
と
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン

に
分
解
さ
れ
た
。
他
の
種
類
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
で
も
、
高
効
率
で
分

解
で
き
た
と
い
う
。

　
従
来
は
紫
外
線
を
照
射
し
た

り
、
高
温
高
圧
下
で
分
解
し
た

り
す
る
方
法
は
あ
っ
た
が
、
消

費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
や
コ
ス

ト
面
で
課
題
が
あ
っ
た
。
今
回

の
手
法
で
は
、
常
温
常
圧
下
で

光
を
当
て
る
だ
け
で
効
率
良
く

分
解
で
き
、
回
収
し
た
フ
ッ
化

物
イ
オ
ン
の
再
利
用
も
で
き
る

と
い
う
。

　
小
林
教
授
は
「
光
が
当
た
っ

た
部
分
だ
け
し
か
反
応
が
進
ま

な
い
の
で
、
装
置
の
構
成
や
設

計
に
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
で

き
る
だ
け
早
期
に
実
用
化
に
結

び
付
け
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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